
第三者評価　受審模擬体験シート
※自らの施設の状況を振り返り、自己評価欄に○を記入してください。

　自己評価を踏まえ、「評価結果」のa・ｂ・ｃいずれかに○を付けてください。


a評価…よりよい福祉サービスの水準・状態、質の向上を目指す際に目安とする状態

b評価…aに至らない状況、多くの施設・事業所の状態、｢a｣に向けた取組みの余地がある状態

c評価…b以上の取組みとなることを期待する状態
【保育所】
· 子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保育を展開している。（解説P１）

	評価結果

	a・ｂ・ｃ


	評価の着眼点
	自己評価欄

	子どもが自主的・自発的に生活と遊びができる環境を整備し、その中で自発性を発揮できるように援助している。
	

	遊びの中で、すすんで身体を動かすことができるよう援助している。
	

	戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。
	

	生活と遊びを通して、友だちなどとの人間関係の構築や協同して活動する体験、社会的ルールや態度を身につけるなどができるよう援助や配慮を行っている。
	

	身近な自然とふれあうことができるよう工夫している。
	

	地域の人たちに接する機会、社会体験が得られる機会を設けている。
	

	様々な表現活動が自由に体験できるよう工夫している。
	


· 子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っている。（解説P４）
	評価結果

	a・ｂ・ｃ


	評価の着眼点
	自己評価欄

	連絡帳等により家庭との日常的な情報交換を行っている。
	

	保育の意図や保育内容について、保護者の理解を得る機会を設けている。
	

	様々な機会を活用して、保護者と子どもの成長を共有できるよう支援をしている。
	

	家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必要に応じて記録している。
	


【障害者福祉サービス】
○ 利用者の意思を尊重する支援としての相談等を適切に行っている。（解説P６）
	評価結果

	a・ｂ・ｃ


	評価の着眼点
	入所

支援
	訪問

支援
	通所

支援
	共同生活支援
	就労

支援
	自己評価欄

	利用者が職員に話したいことを話せる機会を個別に設けている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の選択・決定と理解のための情報提供や説明を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の意思決定の支援を適切に行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	相談内容について、サービス管理責任者等と関係職員による検討と理解・共有を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	相談内容をもとに、個別支援計画への反映と支援全体の調整等を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	


○：適用、△：取組や設備の状況により評価外又は非該当にできる、―：評価外。
· 利用者の希望と意向を尊重した地域生活への移行や地域生活のための支援を行っている。
（解説P９）
	評価結果

	a・ｂ・ｃ


	評価の着眼点
	入所

支援
	訪問

支援
	通所

支援
	共同生活支援
	就労

支援
	自己評価欄

	利用者の希望と意向を把握し、地域生活に必要な社会資源に関する情報や学習・体験の機会を提供している。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の社会生活力と地域生活への移行や地域生活の意欲を高める支援や工夫を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	地域生活への移行や地域生活について、利用者の意思や希望が尊重されている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	地域生活への移行や地域生活に関する課題等を把握し、具体的な生活環境への配慮や支援を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	地域生活への移行や地域生活のための支援について、地域の関係機関等と連携・協力している。
	○
	○
	○
	○
	○
	


○：適用、△：取組や設備の状況により評価外又は非該当にできる、―：評価外。
【高齢者福祉サービス】
	評価結果

	a・ｂ・ｃ


· 利用者一人ひとりに応じたコミュニケーションを行っている。（解説P１２）
	評価の着眼点
	特養
	通所
	訪問
	養護
	軽費
	自己評価欄

	利用者の思いや希望を十分に把握できるよう、日々の支援場面などさまざまな機会、方法によりコミュニケーションを行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の思いや希望を把握し、その内容を支援に活かしている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の尊厳に配慮した接し方や言葉づかいが徹底されている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	コミュニケーションの方法や支援について、検討・見直しが定期的に行われている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	話すことや意思表示が困難であるなど配慮が必要な利用者には、個別の方法でコミュニケーションを行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者が話したいことを話せる機会をつくっている。
	○
	○
	―
	○
	○
	

	会話の不足している利用者には特に気を配り、日常生活の各場面でも話をしてもらえるようにしている。
	○
	○
	―
	○
	○
	


○：適用 、△：取組や設備の状況により評価外又は非該当にできる、 ―：評価外。

· 利用者の家族等との連携と支援を適切に行っている。(解説P１４　）
	評価結果

	a・ｂ・ｃ


	評価の着眼点
	特養
	通所
	訪問
	養護
	軽費
	自己評価欄

	家族に対し、定期的及び変化があった時に利用者の状況を報告している。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の状況など報告すべき事項は、必ず家族に伝わるよう伝達方法を工夫している。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	家族に対し、サービスの説明をしたり、要望を聞く機会を設けている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	家族との相談を定期的及び必要時に行っている。また、その内容を記録している。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者と家族がつながりをもてるよう、取組や工夫をしている。
	○
	―
	―
	○
	○
	

	家族が必要とする情報提供を行い、必要に応じて、介護支援専門員など専門職、関係機関につないでいる。
	―
	○
	○
	―
	―
	

	家族（介護者）に対し、必要に応じ介護に関する助言や介護研修を行っている。
	―
	○
	○
	―
	―
	

	家族（主たる介護者）の心身の状況や家族による介護・介助方法にも気を配り、必要に応じて介護支援専門員に報告している。
	―
	○
	○
	―
	―
	


○：適用、△：取組や設備の状況により評価外又は非該当にできる、―：評価外。

資料３－１





○本県の福祉サービス第三者評価基準は、県HPに掲載しています。


http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-240/chifuku/daisansha/contents/hyoukakijun.html





〔上記ページへの入り方〕


静岡県ホームページ→健康･福祉→社会福祉･高齢者福祉


→福祉指導課　又は　介護・障害サービス事業者の指定・指導・監督、社会福祉法人及び児童


福祉施設等の指導・監督


→法人児童指導班→福祉サービス第三者評価→第三者評価事業とは･Q＆A


→（左側縦上部の）規程集


→評価項目・評価基準、公表様式、利用者調査票・事業プロフィール様式　の見出しの下の


評価項目・評価基準をクリック
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